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開
発
協
力
に
関
心
が
あ
る
人
に
は
お
な

じ
み
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』。
世
界
で
人

間
中
心
の
開
発
を
普
及
・
推
進
す
る
た
め
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
が
１
９
９
０

年
以
降
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

先
進
国
を
含
む
各
国
の
開
発
の
度
合
い
を

測
定
す
る
「
人
間
開
発
指
数
」
を
発
表
し
、

そ
の
時
々
の
国
際
潮
流
に
沿
っ
た
テ
ー
マ

を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
版
の
テ
ー
マ
は
、「
人
々
が

進
歩
し
続
け
る
た
め
に
：
脆
弱
を
脱
し
強

靭
な
社
会
を
つ
く
る
」。
日
本
は
度
重
な
る

自
然
災
害
を
乗
り
越
え
、
国
際
社
会
で
防

災
分
野
の
協
力
を
け
ん
引
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
国
際
公
式
発
表
会
の
ホ
ス
ト
国

を
18
年
ぶ
り
に
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
７
月
24
日
、
会
場
と
な
っ
た
国
連
大

学
本
部
ビ
ル
（
東
京
・
渋
谷
）
に
は
３
５
０

人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
登
壇
し
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
は
、
社
会
の
強
靭
性
の
柱
と
な
る
防

災
分
野
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
や
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
と
連
携
し
な
が
ら
日
本
の
知
見
や
技
術

を
最
大
限
活
用
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
ヘ
レ
ン
・
ク
ラ

ー
ク
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
総
裁
は
、「
防
災
と
人
間
の

安
全
保
障
に
関
し
て
、
世
界
的
な
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
日
本
で
発
表

会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」

と
述
べ
、
来
年
３
月
に
宮
城
県
仙
台
市
で

開
催
さ
れ
る
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

に
つ
い
て
も
言
及
し
ま
し
た
。

　

同
報
告
書
作
成
に
助
言
を
行
う
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
・
パ
ネ
ル
に
参
加
し
て
い
る
田

中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、「
開
発
途
上

国
の
現
場
に
身
を
置
く
中
で
、
持
続
的
な

発
展
の
た
め
に
脆
弱
性
や
強
靭
性
と
向
き

合
う
こ
と
は
不
可
欠
と
感
じ
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
M
D
G
s
）
が
終
了
す
る
２
０
１

５
年
以
降
の
開
発
目
標
で
は
、
社
会
的
に

脆
弱
な
状
況
に
あ
る
人
々
に
対
す
る
配
慮

や
、
紛
争
や
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に

備
え
る
視
点
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
か
ら
も
途
上
国
の
強
靭
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

『人間開発報告書』2014年版の発表会を日本で開催

国連人道問題調整事務所と連携強化

01

03　「世界の笑顔のために」プログラム物品募集中

安倍総理に『人間開発報告書2014』を手渡すクラークUNDP
総裁（右から2人目）。マリクUNDP人間開発報告書室長（右
端）、田中JICA理事長（左端）

日本が防災分野で支援しているペルーの国家緊急オペレーショ
ンセンター

　

も
う
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
ま
だ
使
え
そ
う
な
物
が
家
に
残
っ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど

の
分
野
で
、
開
発
途
上
国
で
必
要
と
さ

れ
て
い
る
物
品
を
日
本
で
募
集
し
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
各
国
に

届
け
る
「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
個
人
で
は
も
ち
ろ
ん
、学
校
、

企
業
、
地
域
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

参
加
で
き
ま
す
。

　

な
わ
と
び
や
書
道
用
具
な
ど
、
あ
な

た
の
身
近
に
あ
る
物
が
国
際
協
力
の
一

歩
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
申
込
書
受
付
期
間
】10
月
１
日（
水
）

〜
11
月
14
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】
青
年
海
外
協
力
隊
事
務

局
「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
係
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イ
ラ
ク
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、
シ
リ

ア
、
南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
で
は
、
近
年
、
長

期
化
す
る
内
戦
や
紛
争
、
頻
発
す
る
大

規
模
自
然
災
害
に
よ
り
、
人
道
支
援
の

必
要
性
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

７
月
23
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
国
連
人
道
問
題

調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
は
、
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け
て
業
務
協

力
協
定
を
締
結
。
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
と
、
訪
日
中
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
エ

イ
モ
ス
人
道
問
題
担
当
国
連
事
務
次
長

兼
緊
急
援
助
調
整
官
が
署
名
を
行
い
ま

し
た
。

　

両
機
関
は
、
特
に
開
発
途
上
国
の
災

害
対
応
能
力
の
向
上
に
向
け
、
災
害
対

応
を
担
う
政
府
機
関
へ
の
支
援
、
緊
急

援
助
へ
の
貢
献
、
援
助
調
整
へ
の
積
極

的
な
参
加
な
ど
を
共
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
田
中
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、「
こ

の
連
携
に
よ
り
、
人
道
支
援
と
開
発
援

助
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
、
切
れ
目

の
な
い
よ
り
効
果
的
な
支
援
が
実
現
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

ガーナの子どもたちに届けられた鍵盤ハーモニカ

ぜ
い

じ
ん

署名を終えて握手を交わすエイモス人道問題担当国連事務
次長（左）と田中JICA理事長


